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語
学
指
導
等
を
行
う
英
語
指
導
助

手
ス
ワ
ナ
・
ロ
ー
リ
ア
（
愛
称
ロ
ー

リ
）
さ
ん
が
、
こ
の
た
び
鹿
部
町
に

赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
と
し
て
中
学
校
の
英
語
教
育
に

お
け
る
外
国
語
の
充
実
、
小
学
校
の

フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
イ
ム
や
地
域
レ
ベ

ル
で
の
国
際
交
流
の
進
展
を
図
る
目

的
で
招
致
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ー
リ
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
ア
ラ

ス
カ
州
ワ
シ
ラ
市
の
出
身
で
日
本
語

は
す
こ
し
は
話
せ
ま
す
が
、
勉
強
中

と
の
こ
と
で
す
。
鹿
部
町
の
第
一
印

象
は
海
を
見
て
、
父
親
の
い
る
オ
レ

ゴ
ン
海
岸
に
似
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。
趣
味
は
、
小
説
を
書
く
こ
と
や

読
む
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
な
ど
に
乗
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

早
く
鹿
部
の
生
活
に
慣
れ
、
子
供

た
ち
と
一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
抱
負

を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

　

街
で
お
見
か
け
の
際
に
は
、
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
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平
成
十
七
年
度
鹿
部
町
成
人
式
は
、

八
月
十
五
日
、
午
後
三
時
か
ら
鹿
部

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
々
が
対
象
と
な
り
、

式
典
で
は
川
村
町
長
、
野
田
町
議
会

議
長
が
今
年
の
成
人
の
方
々
を
お
祝

い
す
る
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、

東
出
満
く
ん
（
字
宮
浜
）
と
伊
藤
美

智
代
さ
ん
（
字
本
別
）
が
次
の
と
お

り
「
誓
い
の
言
葉
」
を
読
み
上
げ
、

新
成
人
と
な
っ
た
自
覚
と
決
意
が
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。
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一
、
私
た
ち
は
、
本
日
成
人
に
な
り

ま
し
た
。

一
、
私
た
ち
は
、
私
た
ち
を
育
成
さ

れ
た
先
生
、
社
会
の
恩
恵
に
感

謝
し
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
正
義
と
真
実
と
愛

に
忠
実
で
あ
り
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
憲
法
に
保
障
さ
れ

た
平
等
の
権
利
の
も
と
に
、
そ

の
義
務
と
責
任
を
果
た
し
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
、
我
々
の
共
同
体
で

あ
る
郷
土
、
国
家
社
会
と
民
族

及
び
人
類
の
幸
福
と
平
等
の
た

め
共
に
扶
け
あ
い
、
力
を
つ
く

し
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
八
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　

新
成
人
一
同
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私
た
ち
は
、
日
ご
ろ
運
動
不

足
を
感
じ
て
い
て
も
、
仕
事
以

外
で
い
ざ
体
を
動
か
す
と
な
る

と
お
っ
く
う
に
な
り
が
ち
で
す
。

歩
く
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
、

体
の
中
に
酸
素
を
取
り
入
れ
ら

れ
る
と
と
て
も
よ
い
運
動
で
す
。

今
年
の
秋
は
、
是
非
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
習
慣
づ
け
て
み
ま
せ
ん

か
。
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①
血
液
循
環
を
良
く
し
、
肩
こ

り
、
冷
え
な
ど
を
改
善
す
る
。

②
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

下
げ
、
生
活
習
慣
病
を
予
防

す
る
。

③
脳
と
筋
肉
の
情
報
交
換
が
活

発
に
な
り
、
認
知
症
（
痴
呆
）

を
予
防
す
る
。

④
骨
を
刺
激
し
、
骨
粗
し
ょ
う

症
を
予
防
す
る
。

⑤
体
重
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

る
。

⑥
便
秘
を
改
善
す
る
。
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⑦
新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
る
。

⑧
筋
力
低
下
を
防
ぎ
、
寝
た
き

り
を
予
防
す
る
。

⑨
足
、
腰
が
鍛
え
ら
れ
、
腰
痛
、

膝
の
痛
み
を
予
防
す
る
。

⑩
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
。
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①
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
人
と
話

が
で
き
る
「
ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー

ス
」
で
。

②
一
回　

分
か
ら
始
め
、
慣
れ

１０

た
ら　

〜　

分
の
運
動
を
１

２０

３０

週
間
に
３
日
以
上
、
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
で
き
る
だ
け
食
後　

分
か
ら

３０

１
時
間
は
あ
け
ま
し
ょ
う
。

④
準
備
体
操
、
整
理
体
操
を
忘

れ
ず
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
は
こ
ま
め

に
水
分
補
給
を
お
こ
な
い
ま

し
ょ
う
。

⑥
運
動
中
に
体
調
が
悪
く
な
っ

た
ら
無
理
を
せ
ず
休
み
ま
し

ょ
う
。
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①
万
歩
計
を
つ
け
る
と
、
自
分

の
歩
数
が
か
わ
り
、
運
動
を

意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
効
果
的
で
す
。

②
足
に
合
っ
た
シ
ュ
ー
ズ
を
選

び
ま
し
ょ
う
。（
通
気
性
が

良
く
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ

り
、
足
に
圧
迫
感
の
な
い
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。）

③
周
囲
に
運
動
開
始
宣
言
を
し

ま
し
ょ
う
。
仲
間
を
作
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

④
コ
ー
ス
を
変
え
て
、
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
行
う
の
も
良

い
で
し
ょ
う
。

〇
子
ど
も
が
熱
を
出
し
て
、
下

痢
を
し
て
い
ま
す
・
・
・

〇
子
ど
も
の
咳
が
止
ま
ら
な
く

て
・
・
・

〇
子
ど
も
が
誤
っ
て
洗
剤
を
を

飲
ん
で
し
ま
っ
て
・
・
・

な
ど
、
小
児
救
急
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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平
日
（
月
曜
か
ら
金
曜
）
午
後

７
時
か
ら
午
後　

時
１１

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
、
年
末

年
始
は
行
い
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�
�

ご
家
庭
の
電
話
で
プ
ッ
シ
ュ
回

線
を
ご
利
用
の
場
合　

＃
８
０

０
０

そ
の
他
の
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
携

帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合　

０
１
１－

２
３
２－

１
５
９
９

に
ご
連
絡
下
さ
い
。
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鹿部町の平成１１年から平成１６年までの水揚量及び漁獲高です。

　

７
月　

日
（
日
曜
日
）
か
ら
、

２４

し
か
べ
間
歇
泉
公
園
駐
車
場
に
お

い
て
「
さ
か
な
市
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
日
、
鹿
部
町
で
獲
れ
た
新

鮮
な
魚
介
類
を
町
内
外
の
方
々
に

提
供
し
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
と

水
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
り
広
く

宣
伝
す
る
目
的
で
、
鹿
部
町
物
産

協
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
毎
週
日
曜
日
午
前　
１０

時
か
ら　

時
ま
で
開
か
れ
る
こ
と

１７

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
日
獲
れ
た
魚
介
を

販
売
い
た
し
ま
す
の
で
、
売
り
切

時
・
時
化
等
の
場
合
は
ご
容
赦
願

い
ま
す
。
開
催
時
間
に
つ
い
て
も

そ
の
日
の
状
況
に
よ
り
変
動
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
御
了

承
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

鹿
部
町
物
産
協
会

　
�
７－

３
３
４
４

田
中
商
店

　
�
７－

３
５
４
９

０
９
０－

３
１
１
８－

２
０
９
７
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トン区分

３５，８５５１１年

３４，４５１１２年

２８，９０９１３年

２４，２９４１４年

２０，１３５１５年

１８，２４７１６年

�����

　平成１２年の、５０億円をピークに減少してきたが、平成１６年度は、スケ
ソウが１５年度、４億９千７百万円から９億１千８百万円と、約倍程度の
取扱高となった。

※トン未満切捨て

万円区分

３９４，７６８１１年

５０４，７５９１２年

４３１，４７５１３年

３４５，５０２１４年

３３４，９３７１５年

３６５，２３１１６年

※万円未満切捨て

主な販売品
　カレイ
　アイナメ
　ほっけ
　たら
　エビ
　ガヤなど
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近
年
、
第
三
者
が
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
転
出
届
や
転
入
届

を
行
い
、
本
人
の
知
ら
な
い
間

に
住
民
票
を
移
し
、
転
入
先
の

市
町
村
で
国
民
健
康
保
険
証
や

印
鑑
登
録
証
な
ど
を
取
得
す
る

と
い
っ
た
事
例
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
こ
う
し
た

事
件
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
住

民
登
録
異
動
届
に
お
け
る
す
べ

て
の
方
に
つ
い
て
、
本
人
確
認

の
た
め
に
身
分
証
明
書
の
提
示

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
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転
入
届
・
転
居
届
・
転
出
届

世
帯
変
更
届
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
又
は

パ
ス
ポ
ー
ト
、
運
転
免
許
書
そ

の
他
官
公
署
が
発
行
し
た
免
許

証
、
許
可
証
若
し
く
は
資
格
証

明
書
等
（
本
人
の
写
真
が
貼
付

さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）
で
す
。

※
本
人
確
認
が
で
き
な
い
場
合

に
は
、
後
日
、
届
出
が
あ
っ
た

こ
と
を
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
は
身
分
証
明
書
代

わ
り
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
は
戸
籍
係
窓
口
で
い
つ

で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は

　
　
　
　

民
生
課
戸
籍
係

�
７－

２
１
１
１（
内
線
４
６
）
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国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
毎
年
の
誕
生
日
の
あ
る

月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。「
現
況
届
」は
１
年

に
一
回
、
誕
生
月
に
提
出
す
る

も
の
で
、
あ
な
た
が
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大

事
な
届
で
す
。

　
「
現
況
届
」は
誕
生
月
の
初
め

頃
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

か
ら
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
あ
な

た
の
住
所
・
氏
名
や
加
給
年
金

額
対
象
者
の
氏
名
な
ど
を
記
入

し
、
切
手
を
貼
っ
て
社
会
保
険

業
務
セ
ン
タ
ー
に
誕
生
月
の
末

日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
お
出
し

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
現
況
届
」
の
提
出
が

遅
れ
た
り
、
提
出
さ
れ
な
か
っ

た
り
し
た
と
き
は
、
年
金
支
払

い
が
一
時
止
ま
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
９
月
生
ま
れ
の
方
に

送
付
す
る
「
現
況
届
」
か
ら
葉

書
に
記
入
さ
れ
た
個
人
情
報
の
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保
護
の
た
め
、
保
護
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
送
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�

・
北
海
道
年
金
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー

�
０
１
３
８－

３
０－

５
１
６
５

（
た
だ
し
、
障
害
年
金
に
関
す

る
ご
相
談
、
国
民
年
金
の
保
険

料
に
関
す
る
ご
相
談
を
除
く
）

・
函
館
社
会
保
険
事
務
所

�
０
１
３
８－

５
６－

１
１
６
１

　
※
老
齢
福
祉
年
金
や　

歳
前
の

２０

障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
誕
生
月
で

は
な
く
、
毎
年
、
指
定
さ
れ
た

期
限
ま
で
に
住
所
地
の
市
区
町

村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ゴ
ミ
を
処
理
す
る
に
は
多
大

な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
鹿
部
町
の
収
集
ゴ

ミ
処
理
予
算
は
、
年
間
総
額
９

３
、
９
８
０
千
円
、
住
民
一
人

あ
た
り
で
約
１
９
、
２
６
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
処
理
費
用

を
抑
え
る
た
め
、
ゴ
ミ
と
な
る

余
分
な
も
の
は
買
わ
な
い
・
も

ら
わ
な
い
よ
う
に
し
て
必
要
以

上
の
ゴ
ミ
が
出
る
こ
と
を
防
ぎ
、

ま
た
、
ゴ
ミ
と
し
て
出
す
際
に

は
し
っ
か
り
分
別
を
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
��
�

　

全
体
１
０
４�
１
１
ｔ
昨
年

度
同
月
比
で
は
、
約
０�
５
％

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

内
訳

・
焼
却
処
分　
　
　
�　

ｔ

８０

４４

・
リ
サ
イ
ク
ル　
　
�　

ｔ

１２

４３

・
埋
立
処
分　
　
　
�　

ｔ

１１

０４

�
�
�
�
�
�
�
�
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　７月１７日（日）、鹿部ロイヤルホテルにおいて、星野哲郎先生「鹿部ぶらり旅」カラオケの夕べが開催さ
れました。審査員には作詞・作曲家の星野哲郎先生、小西良太郎先生、岡千秋先生、里村龍一郎先生など
が招かれ、出場者２０名の審査をしました。
　出場された方々は、日頃の練習の成果を十分発揮しようと得意の曲で熱唱され、会場から大きな拍手、
応援を受けていました。
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　スペシャルゲストとして、審査員である岡千秋先生が会場のお客さんへ
デュエットサービス！

��
��
�

優　

勝　

大
野
町　

久
保　

千
鶴
子
さ
ん

（
天
童
よ
し
み
・
美
し
い
昔
）

準
優
勝　

函
館
市　

小
川　

エ
ミ
子
さ
ん

（
永
井
裕
子
・
旅
路
の
女
）

審
査
員
特
別
賞　

鹿
部
町　

吉　
　

康
郎

（
鹿
部
町
賛
歌 
水
平
線
の
見
え
る
町
）

�����

��������	�



���������（７）

��������	
����
�

������������
��������	


������������

��������	


��������

��������	��
�

��������	
�������

��������	

�����



��������� （８）

　

鹿
部
町
（
商
工
会
）
の
商
品
券
は
、

加
盟
店
制
で
な
く
、
商
店
・
飲
食
店
・

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
お
店
で
使
え
る
便
利
な
商
品
券

の
有
効
期
限
が
、�
��
�
�
�
�

��

�
�
�
�
よ
り
、
今
ま
で
の
１
ヶ
月

間
よ
り�
�
�
�
�
�
�
し
ま
す
！

こ
れ
に
よ
り
更
に
利
用
し
や
す
く
な

っ
た
商
品
券
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　

ま
た
、
電
話
予
約
も
で
き
る
こ
と

か
ら
、
待
た
ず
に
お
渡
し
す
る
こ
と

が
で
き
、
手
数
料
、
短
冊
作
成
代
、

封
筒
代
は
無
料
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

皆
様
か
ら
の
ご
要
望
が
多
か
っ
た

大
き
な
カ
ラ
ー
短
冊
を
商
品
券
を
お

買
い
上
げ
の
お
客
様
に
無
料
で
お
作

り
し
ま
す
。

「
快
気
祝
」「
全
快
祝
」「
内
祝
」
な

ど
各
種
短
冊
を
と
り
そ
ろ
え
て
お
り

ま
す
。

�
�
�
�

商
品
券
発
行
所　

鹿
部
商
工
会

電
話
７－

３
３
４
４

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

������������������

������������������

　

赤
十
字
奉
仕
団
は
、
各
地
域
に
お

い
て
博
愛
と
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
き
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
献
身
的

に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
な

ど
に
は
率
先
し
炊
き
出
し
や
救
護
物

資
の
仕
分
け
、
配
布
、
避
難
所
で
の

お
世
話
な
ど
の
救
護
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
種
事
業
へ
の
奉

仕
、
社
会
福
祉
へ
の
貢
献
、
更
に
は
、

救
急
法
の
実
演
、
講
習
な
ど
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。
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�
�

�
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�
�
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�
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年
齢
・
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
多
数
の
方

の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�
�
�
�

役
場
民
生
課
福
祉
係

電
話　

７－

２
１
１
１
（
４
２
）

　

最
近
の
テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で
ご
承

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
数

年
、
高
齢
者
を
狙
う
悪
質
商
法
の
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
。」
な
ど
と

過
信
せ
ず
、「
怪
し
い
。」
と
思
っ
た

ら
家
族
や
近
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
う
ま
い
話
し
」
は
、
こ
の

世
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
う
ま
い
話
し
」
に
は
、
近
づ
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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景
品
や
タ
ダ
同
然
の
商
品
に
つ
ら

れ
て
展
示
販
売
会
場
へ
・
・
・

�
�
�
�
�
�
�
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�

�
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�
�
�
�
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�
	


�
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☆
会
場
に
入
っ
た
ら
何
も
買
わ
ず
に

帰
る
の
は
至
難
の
ワ
ザ
！

☆
誘
わ
れ
て
も
行
か
な
い
こ
と
に
越

し
た
こ
と
は
な
い
。

�
�
�
�
�

　

「
無
料
で
床
下
診
断
し
ま
す
！
」
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�
�
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☆
そ
の
場
で
は
契
約
し
な
い
。

☆
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
り
を
取
っ

て
か
ら
。

　

皆
さ
ん
悪
質
商
法
に
は
、
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
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障
害
の
あ
る
方
々
の
就
職
促
進
の
た

め
、「
集
団
お
見
合
い
」
方
式
に
よ
る
雇

用
促
進
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
、
障
害
の
あ
る
皆
様

の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

・
日
時　

平
成　

年
９
月　

日
（
金
）

１７

１６

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

・
場
所　

花
び
し
ホ
テ
ル　
　
　
　

・
内
容　

就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の

方
々
と
企
業
の
合
同
面
接

　

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館

（
み
ど
り
コ
ー
ナ
ー
）

�
０
１
３
８－

２
６－

０
７
３
５

　

昨
年
末
に
募
集
し
て
い
た
「
フ
レ
ッ

ツ
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
の
開
通
が
平
成　

年　
１７

１０

月　

日
に
決
定
し
ま
し
た
。

１７

　

し
か
し
、
本
別
の
一
部
地
域
で
の
利

用
は
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
当
誘
致
の

会
で
は
、
高
速
無
線
（　

Ｍ
）
イ
ン
タ
ー

１１

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
北
ね
っ

と
ク
ラ
ブ
の
誘
致
実
現
に
向
け
仮
申
込

者
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

鹿
部
町
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
誘
致

し
快
適
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境

で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ���������������������

���������������������
を
ご

覧
頂
く
か
、
同
誘
致
の
会
事
務
局
（
鹿

部
商
工
会
内　

川
村
）
電
話
７－

３
３

４
４
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
致
し

ま
し
た
、
約　

万
件
余
り
の
下
記
の
よ

８７

う
な
未
返
還
の
保
管
証
券
類
を
お
返
し

し
て
お
り
ま
す
。
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税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券

類
に
は
、
携
帯
輸
入
が
禁
止
さ
れ
た
一

定
額
を
こ
え
た
も
の
に
つ
い
て
上
陸
港

で
引
揚
者
か
ら
税
関
が
預
か
っ
た
「
上

陸
港
扱
い
の
保
管
物
件
」。
外
地
か
ら

の
引
揚
の
際
、
在
外
公
館
又
は
日
本
人

自
治
会
へ
寄
託
さ
れ
、
最
終
的
に
税
関

に
移
管
さ
れ
た
「
外
地
扱
い
の
保
管
物

件
」
が
あ
り
ま
す
。

　

返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で
な
く

ご
家
族
の
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。「
も

し
か
し
た
ら
家
に
も
・
・
・
」
と
お
気

付
き
の
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
の
税
関

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

�
�
�
�

函
館
税
関
監
視
部
統
括
監
視
官
部
門

函
館
市
海
岸
町
２
４－

４　

　

函
館
港
湾
合
同
庁
舎

�
０
１
３
８－

４
０－

４
２
４
４

　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別

基
金
で
は
、
次
の
方
々
に
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
ま
す
。

〇
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者
の
方

〇
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら

引
揚
て
こ
ら
れ
た
方

　

書
類
請
求
は
、
役
場
民
生
課
の
窓
口

に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
ま
で

�
０
１
２
０－

２
３
４－

９
３
３

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康

被
害
が
全
国
で
報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
増
大
す
る
解
体
工
事

に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
や

健
康
被
害
の
防
止
な
ど
の
た
め
に
は
、

実
際
の
使
用
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
と
市
町
村

と
共
同
で
、
建
築
物
に
お
け
る
吹
き
付

け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
状
況
の
調
査
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
及
び
ア
ス
ベ

ス
ト
が
混
入
し
た
吹
き
付
け
ロ
ッ
ク

ウ
ー
ル
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
で
、
調
査
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
建
設
水
道
課

建
築
係
（�
７－

２
１
１
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。
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物損事故（件）傷者数（人）死者数（人）発生件数（件）

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

－１７５４３７－３８５±０００－２６４森警察署管内
＋１５６＋２０２±０００＋１０１鹿 部 町 内

���������	
�����

○現在、北海道警察では
　・スピードダウン・キャンペーン
　・シートベルト着用キャンペーン
　・飲酒運転通報キャンペーン
　・高齢者事故防止キャンペーン　を実施中です。皆さんも安全運転をお願いします。

���������	
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街　頭　犯　罪侵入犯罪窃盗発生件数全刑法犯
認知件数（件）

　　　　罪種

管内　　　　

自動車盗（増減）車上狙い（件）侵入窃盗（件）侵入・非侵入窃盗

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

増減
Ｈ１６
７月

Ｈ１７
７月

±０００－１２１＋２２４±０１２１２－２１６１４森警察署管内
±０００±０１１±０００＋１０１＋１０１鹿部町内
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���

　森警察署管内では先月に続き、刑法犯認知件数が前年比－２件と減少しましたが、侵入窃盗は前年比＋
２件と増加しました。
　もう１度、みなさんも「ワンドア・ツーロック」の精神で住宅や倉庫などの施錠に心がけ、これからも
犯罪のないまちづくりをしていきましょう。
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　　１等　１億５，０００万円×２４本　前後賞各　２，５００万円
　　２等　　　１，０００万円×２４本　３等　１００万円×２４０本

��������	
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　　４等　　５万円×３６，０００本　　５等　１万円×２４０，０００本　　
　　６等　 ３，０００円×１，２００，０００本
・発 売 期 間　　平成１７年９月２６日（月）から１０月１１日（火）まで
・抽　選　日　　平成１７年１０月１４日（金）
・支払開始日　　平成１７年１０月１９日（水）
※昨年のオータムジャンボ宝くじ（第４８１回全国自治宝くじ）の時効（平成１７年１０月１９日（水））が
迫っておりますのでお忘れなく。

この宝くじの収益金は
市町村の明るい街づく
りや環境対策、高齢化
対策など地域住民の福
祉向上のために使われ
ます。

��������	�

　　森警察署では、７月１日からホームページを開設しました。
　　������������	
���	��	������
����	�����������	�
������ぜひアクセスしてみてください。
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北
方
領
土
問
題
の
早
期
解
決
に
つ
い
て

は
、
戦
後　

年
を
迎
え
る
今
も
な
お
変
わ

６０

る
こ
と
の
な
い
国
民
の
願
い
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
国
に
お
い
て
は
積
極
的
な
外

交
交
渉
が
進
め
ら
れ
、
道
内
に
お
い
て
も

元
島
民
の
方
々
な
ど
を
中
心
に
そ
れ
を
後

押
し
す
る
返
還
要
求
運
動
が
盛
ん
に
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
日
露
間
の
国
境
を
択
捉
島
と
ウ

ル
ッ
プ
島
の
間
に
定
め「
日
魯
通
好
条
約
」

署
名　

周
年
、
戦
後
返
還
要
求
運
動
が
始

１５０

ま
っ
て
か
ら　

年
に
当
た
る
歴
史
的
な
筋

６０

目
の
年
で
あ
り
、
北
方
領
土
を
行
政
区
域

に
持
つ
道
と
し
て
も
、
こ
の
年
を
北
方
領

土
問
題
に
つ
い
て
の
啓
発
の
大
き
な
契
機

と
し
て
、
啓
発
活
動
等
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
の
方
々
が
北
方
領
土
問
題
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
返
還
要
求
運
動
へ
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
啓

発
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施

し
て
お
り

ま
す
。
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次
の
よ
う
な
心
配
の
あ
る
方
・
お
子
さ

ん
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
物
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
つ
ま
づ
い
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
。

◆
お
も
ち
ゃ
を
目
の
前
に
見
せ
て
も
、
目

で
追
っ
た
り
、
つ
か
も
う
と
し
な
い
。

◆
本
や
テ
レ
ビ
の
画
面
に
極
端
に
目
を
近

づ
け
て
見
よ
う
と
す
る
。

◆
遠
く
の
物
や
小
さ
く
て
見
え
に
く
い
物

に
興
味
を
示
さ
な
い
。

◆
段
差
の
あ
る
と
こ
ろ
や
暗
い
所
で
、
動

作
が
極
端
に
慎
重
に
な
る
。

◆
目
を
細
め
て
見
た
り
、
顔
を
傾
け
て
見

た
り
す
る
。

◆
形
の
似
た
文
字
を
読
み
間
違
え
た
り
、

書
く
文
字
が
不
正
確
に
な
り
や
す
い
。

　

ご
相
談
は
無
料
で
、
０
歳
か
ら
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。
ご
要
望
に
よ
り
、
継
続

的
・
定
期
的
に
相
談
を
行
っ
て
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

お
手
紙
・
メ
ー
ル
等
ど
れ
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
ま
ず

は
ご
連
絡

下
さ
い
。
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「
聞
こ
え
」
や
「
こ
と
ば
」
に
心
配
の
あ

る
新
生
児
か
ら
、
乳
幼
児
、
小
学
生
、
中

学
生
の
相
談
を
受
付
て
い
ま
す
。（
費
用

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。）

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
お
気
づ
き
に
な
ら

れ
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
ご
相
談
下

さ
い
。　

　

早
期
か
ら
の
「
聞
こ
え
」
の
補
償
が
、

こ
と
ば
の
発
達
を
促
し
、
聴
き
取
り
や
発

音
等
の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
各
教
育
機
関
や
教
育
セ
ン
タ
ー
、

療
育
セ
ン
タ
ー
、
病
院
、
保
健
所
（
セ
ン

タ
ー
）
な
ど
の
専
門
機
関
と
も
連
携
し
て
、

保
護
者
や
指
導
者
か
ら
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。

・
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
聞
こ

え
に
気
が
か
り
な
所
が
あ
る
と
言
わ
れ
た

・
一
歳
を
過
ぎ
て
も
こ
と
ば
が
で
な
い

・
発
音
や
話
し
方
が
は
っ
き
り
し
な
い

・
言
葉
が
増
え
な
い

・
聞
き
返
し
や
聞
き
誤
り
が
あ
る
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（聴覚障害乳幼児医療事業）
　函館市深堀町２７－８
�０１３８－５２－１６５８　�５２－１６５９
Ｅメール（学校）
������＠����������	
�	��
ホームページ
�������������	
�
��
		��
�������

��������	
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　毎日の生活の中で、これは人権上問題ではないだろうかと感じたり、あるい
は法律上どのようになるのか、よく分からなくて困ったことはありませんか。
　そのようなときは、人権擁護委員にはご相談ください。相談は無料で、内容
についての秘密は厳守されます。いじめ、家庭内のいざこざ、相隣関係等につ
いて、どうぞお気軽にご相談ください。
��������	
����������������
��������	
��
　なお、函館法務局及び人権擁護委員は、いつでも相談に応じていますのでご
利用ください
〇函館法務局　人権擁護課　電話０１３８－２６－５６８６
〇鹿部町人権擁護委員
　・三浦励二　電話７－３２２８　　・鈴木昌志　電話７－５０４５

� � � � � �
〒０４０１－００８１
函館市田家町��番��号
�０１３８�４２�３２２０
�０１３８�４２�３２２１
Ｅメール（学校）
������＠����������	
�	��
ホームページ
�������������	
�
��
		��
�������
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川　

村　

秀　

次
さ
ん

山　

口　

清　

美
さ
ん ��

�
八
二
歳

四
七
歳 �

�鹿
部

本
別

�
�
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平成１７年７月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，７７９世帯（＋１）
　男　　２，３８６ 人 （－５）
　女　　２，４８７ 人 （－３）
　計　　４，８７３ 人 （－８）

●６５歳以上の人口 １，０５５人
　高齢化率　　　　２１．６％
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浦　
　
　

大　

斗
く
ん �
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寿　

幸 �
�宮

浜
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